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がんばる畜産

畜産現場の“今”を30分の番組にしました
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください
配信中の内容：総集編 思いが繋ぐ畜産の未来／明るい未来へ向け

て畜産DXの取り組み／乳用牛改良の取り組み／地
域ぐるみで国産飼料生産！　ほか

11
月
2
日
（
日
）、
湘
南
台
公
園
で
「
か
な

が
わ
畜
産
の
日
」
の
制
定
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
、「
か
な
が
わ
畜
産
の
日
フ
ー
ド
フ
ェ

ス
2
0
2
5
in 

湘
南
台
」
と
「
第
34
回
か

な
が
わ
ト
ン
ト
ン
ま
つ
り
」
が
同
時
開
催
さ

れ
、約
4
千
人
の
ご
来
場
が
あ
り
ま
し
た（
か

な
が
わ
畜
産
の
日
の
趣
旨
は
2
ペ
ー
ジ
目
を

参
照
）。

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
が
3
回
目
と
な

り
ま
す
が
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
乳
製
品
、
牛

肉
・
豚
肉
の
焼
肉
や
加
工
品
、
も
つ
煮
込
み
、

鶏
卵
や
プ
リ
ン
、
は
ち
み
つ
な
ど
18
の
県
産

畜
産
物
や
地
場
産
農
産
物
な
ど
の
ブ
ー
ス

が
一
堂
に
会
し
、
各
ブ
ー
ス
の
前
に
は
イ
ベ

ン
ト
開
始
と
同
時
に
長
蛇
の
列
が
で
き
る
な

ど
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

消
費
者
が
普
段
は
間
近
に
見
る
機
会
の
な

い
乳
牛
、
肉
牛
、
豚
、
鶏
、
蜜
蜂
の
展
示

や
模
擬
搾
乳
体
験
、
か
な
が
わ
の
畜
産
に

関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
、
ク
イ
ズ
に
正
解
し
た

方
に
県
産
畜
産
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
畜

産
〇
×
ク
イ
ズ
な
ど
も
あ
り
、
消
費
者
と
生

産
者
の
交
流
企
画
で
は
、
各
畜
種
の
生
産

者
が
家
畜
や
畜
産
に
つ
い
て
消
費
者
が
知

ら
な
い
コ
ト
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
な

ど
、
大
い
に
交
流
を
図
り
、
消
費
地
が
身

近
に
あ
る
利
点
を
活
か
し
た
、
ま
さ
に
か

な
が
わ
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
第
一
日
曜
日
は
「
か
な
が
わ
畜
産
の
日
」

　
　
　
　～ 

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
湘
南
台
公
園
で
開
催 

～

　
当
日
実
施
し
た
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は

4
8
0
名
の
方
か
ら
ご
回
答
い
た
だ
き
、
自

由
意
見
で
は
、「
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
」、「
こ

う
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
知
る
こ
と
も
多
い
」、「
神

奈
川
の
畜
産
を
知
れ
て
良
か
っ
た
」、「
命
を

く
れ
る
動
物
た
ち
に
感
謝
」、「
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」、「
で
き
る
だ
け
か
な
が
わ
産
の

も
の
を
選
び
ま
す
」、「
こ
ん
な
に
県
内
に
あ

る
と
思
わ
な
か
っ
た
」、「
畜
産
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」、「
是
非
毎
年
続
け
て
く

だ
さ
い
」、「
首
都
圏
の
中
で
頑
張
っ
て
い
る

の
は
す
ご
い
」、「
豚
や
牛
の
展
示
と
肉
を
食

べ
る
企
画
を
一
度
に
行
っ
て
い
る
点
が
食
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
」

な
ど
、
か
な
が
わ
の
畜
産
を
応
援
す
る
た
く

さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
は
「
か
な

が
わ
畜
産
強
化
月
間
」
と
し
て
、
地
域
の

大
型
直
売
所
や
農
場
の
直
売
所
で
も
、
か

な
が
わ
の
畜
産
の
P
R
を
展
開
い
た
だ
い

て
お
り
、、
10
月
13
日
（
月
）
に
は
川
崎
競

馬
場
で
「
か
な
が
わ
畜
産
物
フ
ェ
ア

2
0
2
5
」
を
開
催（
3
ペ
ー
ジ
目
に
報
告
）、

ま
た
、
馬
事
畜
産
振
興
協
議
会
補
助
事
業

「
地
域
畜
産
フ
ェ
ア
拡
大
推
進
事
業
」
を
活

用
し
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
地
場
産
畜
産
物

を
提
供
す
る
な
ど
地
方
競
馬
か
ら
の
支
援
、

さ
ら
に
は
、
学
校
給
食
へ
の
県
産
畜
産
物

の
提
供
と
併
せ
て
関
係
機
関
や
生
産
者
が

食
育
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
、
様
々
な
形

で
か
な
が
わ
の
畜
産
を
P
R
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
様
が
「
か

な
が
わ
畜
産
の
日
」
を
認
知
し
、
か
な
が

わ
の
畜
産
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

大
切
な
記
念
日
を
し
っ
か
り
と
育
み
、
か
な

が
わ
の
畜
産
の
持
続
的
な
発
展
に
繋
げ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
畜
産
会
　
髙
尾
）
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かかななががわわ畜畜産産のの日日

たたくくささんん、、畜畜産産、、かかななががわわ産産。。

第一日曜日

ささんんちちくく ささんん

県産畜産フードが大集合！記念イベントの開催
（かながわ畜産ブランド推進協議会主催）

地域の大型直売所や農場の直売所がかながわの
畜産をＰＲ

「かながわ畜産の日」の取組

学校給食への県産畜産物の提供に併せて食育
活動などを実施

記念イベント開催（11月第一日曜日）

農産物直売所などでかながわの畜産を
PR（10月～11月）

こどもたちにも「かながわの畜産」を
知ってほしい（10月～11月）

〔お問合せ〕 一般社団法人神奈川県畜産会 Tel  ０４５－７６１－４１９１

神奈川県環境農政局農水産部畜産課 Tel ０４５－２１０－４５０８

かながわの畜産は横浜開港時の外国人を対象とした生産から１６０年

を超える歴史があり、近年は戸数・頭羽数とも減少していますが、畜産物

のブランド化や6次産業化の取組などがさかんです。

そこで、かながわの畜産が、これまで、県民のご理解のもと発展してき

たことに感謝し、これからも、県民の期待に応える気持ちを込めて、毎年

11月第一日曜日を、「かながわ畜産の日」と定め（※）、この日に記

念イベントを開催するとともに、 10月～11月に県内各地で開催される

イベントなどを通じてかながわの畜産をＰＲすることで、県民の理解を深

め、かながわの畜産の持続的な発展に繋げています。

※一般社団法人日本記念日協会の登録団体は一般社団法人神奈川県畜産会です
～日本のアイスクリーム発祥の地～
『太陽の母子像』【横浜 / 馬車道】

QRコードを読み込んで神奈川の畜産を知ろう

かながわ畜産ひろば 神奈川県畜産課HP

鶏卵
18,911t/97万人分

豚肉
9,244t/44万人分

牛肉
1,454t/15万人分

牛乳
24,245t/63万人分

県産畜産物の生産量

採卵鶏
38戸/1,041,000羽

豚
41戸/67,200頭

肉用牛
51戸/5,130頭

乳用牛
117戸/4,020頭

県内の畜産農家戸数と家畜頭羽数

※令和6年2月1日時点（農林水産省畜産統計。採卵鶏は1,000羽以上飼養者）

※令和５年（神奈川県畜産課推計）

家畜の展示

オープニングセレモニー

畜産〇×クイズ

県産畜産物の出店

豚のハガキ絵コンクール褒章式

かながわトントンまつりと共同開催
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か
な
が
わ
畜
産
物
フ
ェ
ア
2
0
2
5
を
川
崎
競
馬
場
で
開
催

～
県
産
畜
産
物
と
か
な
が
わ
畜
産
の
日
の
認
知
度
向
上
～

か
な
が
わ
畜
産
強
化
月
間
（
10
・
11
月
）

の
一
環
と
し
て
、
令
和
7
年
10
月
13
日

（
月
・
祝
）
に
、
か
な
が
わ
畜
産
ブ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
主
催
、
神
奈
川
県
畜
産
会

及
び
か
な
が
わ
酪
農
活
性
化
対
策
委
員
会

共
催
の
も
と
、
川
崎
競
馬
場
で
か
な
が
わ

畜
産
物
フ
ェ
ア
2
0
2
5
を
開
催
し
ま
し

た
。県

産
畜
産
物
を
賞
品
と
し
た
「
う
ま
旨

福
引
抽
選
会
」
や
、
募
金
で
く
じ
に
参
加

し
卵
が
も
ら
え
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
た
ま

ご
く
じ
」
を
実
施
し
、
県
産
畜
産
物
の
認

知
度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

「
か
な
が
わ
県
産
生
乳
1
0
0
％
認
証
制

度
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
カ

ナ
ミ
ル
く
ん
」
が
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、

来
場
者
か
ら
は
、「
今
度
カ
ナ
ミ
ル
く
ん

マ
ー
ク
の
牛
乳
を
探
し
て
買
う
ね
」
と
嬉

し
い
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

う
ま
旨
福
引
抽
選
会
の
参
加
者
1
5
5

名
に
は
、「
か
な
が
わ
畜
産
の
日
」
や
「
県

産
畜
産
物
の
購
入
方
法
」
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、「
か
な
が
わ
畜
産
の
日
」
を
知
っ

て
い
る
方
の
割
合
は
、
昨
年
に
比
べ
増
加

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
20
％
程
度
に
留
ま
っ

て
い
ま
し
た
（
図
1
）。
ま
た
、
県
産
畜

産
物
の
購
入
方
法
は
昨
年
同
様
、
ス
ー

パ
ー
を
希
望
す
る
方
が
最
も
多
い
で
す
が
、

そ
の
他
の
購
入
希
望
も
一
定
数
あ
る
こ
と

が
読
み
取
れ
ま
し
た
（
図
2
）。

県
と
し
て
も
、
か
な
が
わ
畜
産
ブ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
を
通
じ
て
、「
か
な
が
わ

畜
産
の
日
」
や
県
産
畜
産
物
の
認
知
度
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
一
層
か
な
が
わ

の
畜
産
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
活
動
を
続
け

て
参
り
ま
す
。

当
日
は
、
協
賛
レ
ー
ス
「
か
な
が
わ
畜

産
物
フ
ェ
ア
2
0
2
5
記
念
」
に
併
せ
、

川
崎
競
馬
公
式
X（
旧
T
w
i
t
t
e
r
）

を
通
じ
て
、
県
産
畜
産
物
詰
合
せ
を
賞
品

と
し
た
勝
ち
馬
当
て
ク
イ
ズ
が
開
催
さ
れ
、

川
崎
競
馬
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
で
は
、

県
産
畜
産
物
の
紹
介
Ⅴ
T
R
が
放
映
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、「
10
・
11
月
は
か
な
が
わ
畜
産

強
化
月
間
」
と
記
載
し
た
馬
着
を
着
用
し

うま旨福引抽選会

カナミルくん

図 1　かながわ畜産の日を知っていますか

図 2　今後、どのような方法で神奈川県産畜産物を購入したいですか（複数回答）

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た
レ
ー
ス
誘
導
馬
に
も
、
畜
産
強
化
月
間

の
ア
ピ
ー
ル
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

結
び
に
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
あ

た
り
、
会
場
の
提
供
や
当
日
の
運
営
に
格

段
の
ご
配
慮
を
し
て
下
さ
っ
た
神
奈
川
県

川
崎
競
馬
組
合
関
係
者
の
皆
様
に
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
畜
産
課
　
井
上
・
行
友
）
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かかななががわわ畜畜産産のの日日

たたくくささんん、、畜畜産産、、かかななががわわ産産。。

第一日曜日

ささんんちちくく ささんん

県産畜産フードが大集合！記念イベントの開催
（かながわ畜産ブランド推進協議会主催）

地域の大型直売所や農場の直売所がかながわの
畜産をＰＲ

「かながわ畜産の日」の取組

学校給食への県産畜産物の提供に併せて食育
活動などを実施

記念イベント開催（11月第一日曜日）

農産物直売所などでかながわの畜産を
PR（10月～11月）

こどもたちにも「かながわの畜産」を
知ってほしい（10月～11月）

〔お問合せ〕 一般社団法人神奈川県畜産会 Tel  ０４５－７６１－４１９１

神奈川県環境農政局農水産部畜産課 Tel ０４５－２１０－４５０８

かながわの畜産は横浜開港時の外国人を対象とした生産から１６０年

を超える歴史があり、近年は戸数・頭羽数とも減少していますが、畜産物

のブランド化や6次産業化の取組などがさかんです。

そこで、かながわの畜産が、これまで、県民のご理解のもと発展してき

たことに感謝し、これからも、県民の期待に応える気持ちを込めて、毎年

11月第一日曜日を、「かながわ畜産の日」と定め（※）、この日に記

念イベントを開催するとともに、 10月～11月に県内各地で開催される

イベントなどを通じてかながわの畜産をＰＲすることで、県民の理解を深

め、かながわの畜産の持続的な発展に繋げています。

※一般社団法人日本記念日協会の登録団体は一般社団法人神奈川県畜産会です
～日本のアイスクリーム発祥の地～
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QRコードを読み込んで神奈川の畜産を知ろう
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18,911t/97万人分

豚肉
9,244t/44万人分

牛肉
1,454t/15万人分

牛乳
24,245t/63万人分

県産畜産物の生産量

採卵鶏
38戸/1,041,000羽

豚
41戸/67,200頭

肉用牛
51戸/5,130頭

乳用牛
117戸/4,020頭

県内の畜産農家戸数と家畜頭羽数

※令和6年2月1日時点（農林水産省畜産統計。採卵鶏は1,000羽以上飼養者）

※令和５年（神奈川県畜産課推計）

家畜の展示

オープニングセレモニー

畜産〇×クイズ

県産畜産物の出店

豚のハガキ絵コンクール褒章式
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か
な
が
わ
畜
産
物
フ
ェ
ア
2
0
2
5
を
川
崎
競
馬
場
で
開
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～
県
産
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物
と
か
な
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畜
産
の
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の
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知
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上
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（
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11
月
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和
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年
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・
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な
が
わ
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進
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議
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主
催
、
神
奈
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県
畜
産
会

及
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か
な
が
わ
酪
農
活
性
化
対
策
委
員
会

共
催
の
も
と
、
川
崎
競
馬
場
で
か
な
が
わ

畜
産
物
フ
ェ
ア
2
0
2
5
を
開
催
し
ま
し

た
。県

産
畜
産
物
を
賞
品
と
し
た
「
う
ま
旨

福
引
抽
選
会
」
や
、
募
金
で
く
じ
に
参
加

し
卵
が
も
ら
え
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
た
ま

ご
く
じ
」
を
実
施
し
、
県
産
畜
産
物
の
認

知
度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

「
か
な
が
わ
県
産
生
乳
1
0
0
％
認
証
制

度
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
カ

ナ
ミ
ル
く
ん
」
が
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、

来
場
者
か
ら
は
、「
今
度
カ
ナ
ミ
ル
く
ん

マ
ー
ク
の
牛
乳
を
探
し
て
買
う
ね
」
と
嬉

し
い
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

う
ま
旨
福
引
抽
選
会
の
参
加
者
1
5
5

名
に
は
、「
か
な
が
わ
畜
産
の
日
」
や
「
県

産
畜
産
物
の
購
入
方
法
」
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、「
か
な
が
わ
畜
産
の
日
」
を
知
っ

て
い
る
方
の
割
合
は
、
昨
年
に
比
べ
増
加

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
20
％
程
度
に
留
ま
っ

て
い
ま
し
た
（
図
1
）。
ま
た
、
県
産
畜

産
物
の
購
入
方
法
は
昨
年
同
様
、
ス
ー

パ
ー
を
希
望
す
る
方
が
最
も
多
い
で
す
が
、

そ
の
他
の
購
入
希
望
も
一
定
数
あ
る
こ
と

が
読
み
取
れ
ま
し
た
（
図
2
）。

県
と
し
て
も
、
か
な
が
わ
畜
産
ブ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
を
通
じ
て
、「
か
な
が
わ

畜
産
の
日
」
や
県
産
畜
産
物
の
認
知
度
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
一
層
か
な
が
わ

の
畜
産
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
活
動
を
続
け

て
参
り
ま
す
。

当
日
は
、
協
賛
レ
ー
ス
「
か
な
が
わ
畜

産
物
フ
ェ
ア
2
0
2
5
記
念
」
に
併
せ
、

川
崎
競
馬
公
式
X（
旧
T
w
i
t
t
e
r
）

を
通
じ
て
、
県
産
畜
産
物
詰
合
せ
を
賞
品

と
し
た
勝
ち
馬
当
て
ク
イ
ズ
が
開
催
さ
れ
、

川
崎
競
馬
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
で
は
、

県
産
畜
産
物
の
紹
介
Ⅴ
T
R
が
放
映
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、「
10
・
11
月
は
か
な
が
わ
畜
産

強
化
月
間
」
と
記
載
し
た
馬
着
を
着
用
し

うま旨福引抽選会

カナミルくん

図 1　かながわ畜産の日を知っていますか

図 2　今後、どのような方法で神奈川県産畜産物を購入したいですか（複数回答）

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た
レ
ー
ス
誘
導
馬
に
も
、
畜
産
強
化
月
間

の
ア
ピ
ー
ル
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

結
び
に
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
あ

た
り
、
会
場
の
提
供
や
当
日
の
運
営
に
格

段
の
ご
配
慮
を
し
て
下
さ
っ
た
神
奈
川
県

川
崎
競
馬
組
合
関
係
者
の
皆
様
に
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
畜
産
課
　
井
上
・
行
友
）
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令
和
八
年
神
奈
川
県
飼
料
作
物

奨
励
品
種
の
指
定
に
つ
い
て

家
畜
ふ
ん
堆
肥（
特
殊
肥
料
）の

届
出
の
際
に
県
の
補
助
事
業
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

9
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

家
畜
ふ
ん
堆
肥
は
「
肥
料
の
品
質
の
確
保

等
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、
特
殊
肥

料
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
生
産
堆
肥

を
他
人
に
渡
す
場
合
は
、
有
償
・
無
償
を

問
わ
ず
、「
特
殊
肥
料
生
産
業
者
届
出
書
」

を
、
有
償
で
堆
肥
を
販
売
す
る
場
合
は
「
肥

料
販
売
業
務
開
始
届
出
書
」
を
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防
除
部
に
届
け
出
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
殊
肥
料
の
届
出
を
し
て
い
な
い
と
、

有
償
・
無
償
を
問
わ
ず
他
人
に
堆
肥
を
渡

す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
ま
だ
届
出
を

し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
届
出
を
し

ま
し
ょ
う
。

届
出
の
際
に
は
、
県
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
が
認
め
る
試
験
方
法
に
よ
り
分
析
し

た
、
堆
肥
の
成
分
分
析
表
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
該
方
法
に
よ
る

試
験
を
実
施
し
て
い
る
民
間
の
試
験
機
関

等
に
検
査
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

分
析
費
用
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
に
県

が
実
施
し
て
い
る
「
耕
畜
連
携
堆
肥
利
用

推
進
事
業
」
に
お
い
て
、
1
／
3
の
補
助

が
出
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
該
補
助
事
業
で
は
、
他
に
も

「
堆
肥
発
芽
試
験
（
腐
熟
度
検
定
）」、「
堆

肥
運
搬
」、「
堆
肥
散
布
機
械
等
の
整
備
」

の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
1

／
3
補
助（
上
限
あ
り
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
堆
肥
発
芽
試
験
（
腐
熟
度
検
定
）」
は
、

生
産
し
た
堆
肥
が
熟
し
て
い
る
の
か
（
作

物
に
対
し
て
悪
影
響
を
与
え
な
い
か
）
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
民
間
の
試
験

機
関
等
が
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度

試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

「
堆
肥
運
搬
」
支
援
で
は
、
堆
肥
の
運

搬
代
に
対
す
る
補
助
と
な
り
、
例
え
ば
、

現
状
で
堆
肥
代
を
ダ
ン
プ
1
台
当
た
り
、

運
搬
費
込
み
1
万
円
で
、
堆
肥
代
が
7
千

令
和
七
年
十
月
に
飼
料
作
物
奨
励
品
種

を
指
定
し
ま
し
た
。
今
回
、「
パ
イ
オ
ニ

ア
1
1
7
日
」（
R
M
1
1
7 

早
生
）
を

販
売
終
了
予
定
に
伴
い
削
除
し
ま
し
た
。

適
正
植
栽
本
数
等
を
守
っ
て
栽
培
し
て
下

さ
い
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
以
外
の
草
種
に
つ

い
て
は
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（
畜
産
課
　
飯
島
）

円
、
運
搬
費
が
3
千
円
で
あ
る
場
合
、
運

搬
費
に
対
し
て
千
円
の
補
助
が
出
る
の
で
、

耕
種
農
家
に
9
千
円
で
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

畜
産
農
家
に
対
す
る
補
助
と
し
て
は
少

額
と
な
り
ま
す
が
、
耕
種
農
家
等
に
対
し
、

「
通
常
時
よ
り
も
安
く
提
供
で
き
る
か
ら

堆
肥
を
使
っ
て
み
な
い
か
」、
と
い
う
交

渉
材
料
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
堆
肥
散
布
機
械
等
の
整
備
」
に
つ
い

て
は
、
上
半
期
に
申
し
込
み
や
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
関
心
の
高
い
メ
ニ
ュ
ー
と
な

り
ま
す
が
、
今
年
度
限
り
で
す
。
堆
肥
の

散
布
労
力
を
低
減
す
る
た
め
に
、
是
非
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

下
半
期
の
申
込
期
間
は
令
和
8
年
1
月

13
日
（
火
）
～
2
月
13
日
（
金
）、
申
請

書
の
提
出
先
は
畜
産
会
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
畜
産
会

や
県
関
係
機
関
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

生
産
し
た
堆
肥
を
今
ま
で
以
上
に
耕
種

農
家
等
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
是

非
、
こ
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

�

（
畜
産
課
　
松
本
）

【トウモロコシ】
品　種　名
（系統名） RM 早晩生 耐倒

伏性 主　な　特　性 指定
年次

パイオニア
100 日（P9400） 100 極早生 ○ 乾物収量多い

二期作栽培の 1 作目に適する H28

パイオニア
106 日（36B08） 106 極早生 ◎ アップライト草姿

乾物収量多い、根腐病に強い H15

パイオニア
108 日（34N84） 108 早生 ◎ 乾物収量多い、二期作栽培の

1 作目にも利用できる H30

スノーデント
110（LG30500） 110 早生 ◎ 乾物収量多い

二期作栽培の 1 作目に適する R5

NS115 スーパー
（KE9601） 115 早生 ◎ 乾物収量多い H27

Z-Corn115
（ZX3158） 115 早生 ○ 乾物収量多い R3

新スノーデント
115（LG31.588） 115 早生 ◎ 乾物収量多い R6

ゴールドデント
KD671（KD671） 117 早生 ◎ 乾物収量多い H30

パイオニア
118 日（P2088） 118 早生 ○ 乾物収量多い H28

Z-Corn118
（ZX4182） 118 早生 ◎ 乾物収量多い H29

スノーデント
118R（SH5702） 118 早生 ◎ 乾物収量多い R4

ゴールドデント
KD731（KD731） 123 中生 ○ 乾物収量多い、二期作栽培の 2 作目

にも利用できる H28

スノーデント
125T（SH2821） 125 中生 ◎ 乾物収量多い、二期作栽培の 2 作目

に適する R7

パイオニア
130 日（P3898） 130 晩生 ◎ 乾物収量多い

二期作栽培の 2 作目に適する R5
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家畜用浄化槽の曝気コントロールで
電気使用量が削減できます

家畜用浄化槽の 制御運転により、畜舎排水を適

切に浄化しつつ、電気使用量を低減できることが

わかりました。今回は、豚角形回分式浄化槽での

試験について紹介しましたが、今年度からは、別

の形式の牛浄化槽で試験を実施しています。

担当 畜産技術センター 企画研究課 齋藤直美

【結果】

制御運転は、連続曝気運転と比較し、 や窒素除去能力を維持しつつ（表１）、電気
使用量が ％削減されました（図 ）。

【方法】

当所の豚角形回分式浄化槽にて、溶存酸素（ ）センサーを用いた 制御による間欠曝

気運転（以下 制御運転）と、通常の連続曝気運転（ 制御なし）の処理水質や電気使用

量の比較を令和 年６月～ 月に実施しました。

センサーで の充足具合により曝気量
を加減し、最適な運転時間にします

図２ 電気使用量（ 日）

※ × ＋ ＋ ―

連続曝気運転 制御運転

削減

図１ 制御運転のイメージ

表１ 汚水および処理水の性状

【背景と目的】

当所では畜舎汚水処理における浄化槽の低コスト運転技術を確立するため、スマート技術を
用いて溶存酸素濃度に基づく曝気量制御による運転を最適化する浄化槽曝気システムの開発に
取り組んでいます。

上限値を超え
分後に曝気停止

本研究は「イノベーション創出強化研究推進事業」【開発研究ステージ】「活性汚泥処理の最適化と新規窒素除去反応アナモッ
クスの利用による畜産廃水処理技術の高度化（ ）で実施しました。

分停止後
曝気開始

制御運転は曝気前半は活性汚泥が酸素を

消費して 値が低く推移し、連続運転となり

ます。処理が進み （有機物）が減少すると

値が上昇し間欠運転となります（図１）。

　(mg/L) 　(mg/L) 　(mg/L)

連続曝気運転

DO制御運転

硝酸態
窒素等※

制御方法

処理水汚水

　(mg/L)
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令
和
八
年
神
奈
川
県
飼
料
作
物

奨
励
品
種
の
指
定
に
つ
い
て

家
畜
ふ
ん
堆
肥（
特
殊
肥
料
）の

届
出
の
際
に
県
の
補
助
事
業
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

9
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

家
畜
ふ
ん
堆
肥
は
「
肥
料
の
品
質
の
確
保

等
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、
特
殊
肥

料
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
生
産
堆
肥

を
他
人
に
渡
す
場
合
は
、
有
償
・
無
償
を

問
わ
ず
、「
特
殊
肥
料
生
産
業
者
届
出
書
」

を
、
有
償
で
堆
肥
を
販
売
す
る
場
合
は
「
肥

料
販
売
業
務
開
始
届
出
書
」
を
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防
除
部
に
届
け
出
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
殊
肥
料
の
届
出
を
し
て
い
な
い
と
、

有
償
・
無
償
を
問
わ
ず
他
人
に
堆
肥
を
渡

す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
ま
だ
届
出
を

し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
届
出
を
し

ま
し
ょ
う
。

届
出
の
際
に
は
、
県
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
が
認
め
る
試
験
方
法
に
よ
り
分
析
し

た
、
堆
肥
の
成
分
分
析
表
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
該
方
法
に
よ
る

試
験
を
実
施
し
て
い
る
民
間
の
試
験
機
関

等
に
検
査
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

分
析
費
用
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
に
県

が
実
施
し
て
い
る
「
耕
畜
連
携
堆
肥
利
用

推
進
事
業
」
に
お
い
て
、
1
／
3
の
補
助

が
出
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
該
補
助
事
業
で
は
、
他
に
も

「
堆
肥
発
芽
試
験
（
腐
熟
度
検
定
）」、「
堆

肥
運
搬
」、「
堆
肥
散
布
機
械
等
の
整
備
」

の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
1

／
3
補
助（
上
限
あ
り
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
堆
肥
発
芽
試
験
（
腐
熟
度
検
定
）」
は
、

生
産
し
た
堆
肥
が
熟
し
て
い
る
の
か
（
作

物
に
対
し
て
悪
影
響
を
与
え
な
い
か
）
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
民
間
の
試
験

機
関
等
が
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度

試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

「
堆
肥
運
搬
」
支
援
で
は
、
堆
肥
の
運

搬
代
に
対
す
る
補
助
と
な
り
、
例
え
ば
、

現
状
で
堆
肥
代
を
ダ
ン
プ
1
台
当
た
り
、

運
搬
費
込
み
1
万
円
で
、
堆
肥
代
が
7
千

令
和
七
年
十
月
に
飼
料
作
物
奨
励
品
種

を
指
定
し
ま
し
た
。
今
回
、「
パ
イ
オ
ニ

ア
1
1
7
日
」（
R
M
1
1
7 

早
生
）
を

販
売
終
了
予
定
に
伴
い
削
除
し
ま
し
た
。

適
正
植
栽
本
数
等
を
守
っ
て
栽
培
し
て
下

さ
い
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
以
外
の
草
種
に
つ

い
て
は
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（
畜
産
課
　
飯
島
）

円
、
運
搬
費
が
3
千
円
で
あ
る
場
合
、
運

搬
費
に
対
し
て
千
円
の
補
助
が
出
る
の
で
、

耕
種
農
家
に
9
千
円
で
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

畜
産
農
家
に
対
す
る
補
助
と
し
て
は
少

額
と
な
り
ま
す
が
、
耕
種
農
家
等
に
対
し
、

「
通
常
時
よ
り
も
安
く
提
供
で
き
る
か
ら

堆
肥
を
使
っ
て
み
な
い
か
」、
と
い
う
交

渉
材
料
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
堆
肥
散
布
機
械
等
の
整
備
」
に
つ
い

て
は
、
上
半
期
に
申
し
込
み
や
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
関
心
の
高
い
メ
ニ
ュ
ー
と
な

り
ま
す
が
、
今
年
度
限
り
で
す
。
堆
肥
の

散
布
労
力
を
低
減
す
る
た
め
に
、
是
非
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

下
半
期
の
申
込
期
間
は
令
和
8
年
1
月

13
日
（
火
）
～
2
月
13
日
（
金
）、
申
請

書
の
提
出
先
は
畜
産
会
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
畜
産
会

や
県
関
係
機
関
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

生
産
し
た
堆
肥
を
今
ま
で
以
上
に
耕
種

農
家
等
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
是

非
、
こ
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

�

（
畜
産
課
　
松
本
）

【トウモロコシ】
品　種　名
（系統名） RM 早晩生 耐倒

伏性 主　な　特　性 指定
年次

パイオニア
100 日（P9400） 100 極早生 ○ 乾物収量多い

二期作栽培の 1 作目に適する H28

パイオニア
106 日（36B08） 106 極早生 ◎ アップライト草姿

乾物収量多い、根腐病に強い H15

パイオニア
108 日（34N84） 108 早生 ◎ 乾物収量多い、二期作栽培の

1 作目にも利用できる H30

スノーデント
110（LG30500） 110 早生 ◎ 乾物収量多い

二期作栽培の 1 作目に適する R5

NS115 スーパー
（KE9601） 115 早生 ◎ 乾物収量多い H27

Z-Corn115
（ZX3158） 115 早生 ○ 乾物収量多い R3

新スノーデント
115（LG31.588） 115 早生 ◎ 乾物収量多い R6

ゴールドデント
KD671（KD671） 117 早生 ◎ 乾物収量多い H30

パイオニア
118 日（P2088） 118 早生 ○ 乾物収量多い H28

Z-Corn118
（ZX4182） 118 早生 ◎ 乾物収量多い H29

スノーデント
118R（SH5702） 118 早生 ◎ 乾物収量多い R4

ゴールドデント
KD731（KD731） 123 中生 ○ 乾物収量多い、二期作栽培の 2 作目

にも利用できる H28

スノーデント
125T（SH2821） 125 中生 ◎ 乾物収量多い、二期作栽培の 2 作目

に適する R7

パイオニア
130 日（P3898） 130 晩生 ◎ 乾物収量多い

二期作栽培の 2 作目に適する R5
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家畜用浄化槽の曝気コントロールで
電気使用量が削減できます

家畜用浄化槽の 制御運転により、畜舎排水を適

切に浄化しつつ、電気使用量を低減できることが

わかりました。今回は、豚角形回分式浄化槽での

試験について紹介しましたが、今年度からは、別

の形式の牛浄化槽で試験を実施しています。

担当 畜産技術センター 企画研究課 齋藤直美

【結果】

制御運転は、連続曝気運転と比較し、 や窒素除去能力を維持しつつ（表１）、電気
使用量が ％削減されました（図 ）。

【方法】

当所の豚角形回分式浄化槽にて、溶存酸素（ ）センサーを用いた 制御による間欠曝

気運転（以下 制御運転）と、通常の連続曝気運転（ 制御なし）の処理水質や電気使用

量の比較を令和 年６月～ 月に実施しました。

センサーで の充足具合により曝気量
を加減し、最適な運転時間にします

図２ 電気使用量（ 日）

※ × ＋ ＋ ―

連続曝気運転 制御運転

削減

図１ 制御運転のイメージ

表１ 汚水および処理水の性状

【背景と目的】

当所では畜舎汚水処理における浄化槽の低コスト運転技術を確立するため、スマート技術を
用いて溶存酸素濃度に基づく曝気量制御による運転を最適化する浄化槽曝気システムの開発に
取り組んでいます。

上限値を超え
分後に曝気停止

本研究は「イノベーション創出強化研究推進事業」【開発研究ステージ】「活性汚泥処理の最適化と新規窒素除去反応アナモッ
クスの利用による畜産廃水処理技術の高度化（ ）で実施しました。

分停止後
曝気開始

制御運転は曝気前半は活性汚泥が酸素を

消費して 値が低く推移し、連続運転となり

ます。処理が進み （有機物）が減少すると

値が上昇し間欠運転となります（図１）。

　(mg/L) 　(mg/L) 　(mg/L)

連続曝気運転

DO制御運転

硝酸態
窒素等※

制御方法

処理水汚水

　(mg/L)
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牛
マ
ル
キ
ン

（
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
）

～
交
付
状
況
～

肉
用
子
牛
生
産
者

補
給
金
制
度

令
和
七
年
度

　鶏
魂
供
養
祭

　令
和
七
年
七
月
～
八
月
交
付
金
概
算
払
単

価
（
肥
育
牛
一
頭
当
た
り
）

〇
肉
専
用
種

　
七
月�

交
付
な
し

　
八
月�

二
三
、七
二
一
・
五
円

〇
交
雑
種

　
七
月�

交
付
な
し

　
八
月�

五
六
・
九
円

〇
乳
用
種

　
七
月�

三
四
、七
一
六
・
八
円

　
八
月�
二
六
、二
七
五
・
七
円

　
九
月
の
概
算
払
額
は
十
一
月
上
旬
に
公

表
し
ま
す
。

�

（
畜
産
会
　
倉
迫
）

　
令
和
七
年
度
第
二
四
半
期
（
七
年
七
月
～

九
月
）
の
指
定
肉
用
子
牛
の
品
種
区
分
ご
と
の

平
均
売
買
価
格
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
黒
毛
和
種�

六
四
七
、八
〇
〇
円

　
交
雑
種�

三
九
二
、八
〇
〇
円

　
乳
用
種�

二
二
〇
、六
〇
〇
円

　
黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保
証

基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共
に
上

回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給
金
の
交

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
畜
産
会
　
藤
田
）

　
去
る
十
月
二
十
一
日
（
火
）、
大
雄
山
最
乗

寺
に
お
い
て
恒
例
の
鶏
魂
供
養
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
小
雨
ま
じ
り
の
天

候
で
し
た
が
多
く
の
関
係
者
の
方
々
が
参
詣
さ

れ
、
養
鶏
部
会
の
角
田
隆
洋
部
会
長
の
祭
文

で
法
要
が
は
じ
ま
り
、
幾
多
の
鶏
の
御
霊
に
対

し
、
心
魂
込
め
て
供
養
い
た
し
ま
し
た
。

�

（
畜
産
会
養
鶏
部
会
　
倉
迫
）

12月15日（月）～12月19日（金）ナイター
令和8年1月1日（木）～1月4日（日）

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立てられています。

日催開馬競崎川
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関
東
ブ
ロッ
ク
畜
産
会
組
織
の
3

会
議
を
日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク
研
修
施
設
で
開
催

畜
産
会 

倉
迫
常
務
理
事
が
農
林

水
産
省
畜
産
局
長
感
謝
状
表
彰

　
9
月
4
日
、（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産
会

と
（
公
社
）
山
梨
県
畜
産
協
会
が
連
携
し
、

日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
研
修
施
設
で
令

和
7
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
常
勤
役
員
・
事
務

局
長
会
議
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
家
畜
衛
生
担
当

者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
毎
年
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の

各
県
畜
産
会
組
織
が
持
ち
回
り
で
開
催
す

る
会
議
で
、
本
県
で
は
平
成
27
年
度
以
来
、

10
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
、
関
東
各
県
の
畜

産
会
組
織
と
中
央
畜
産
会
か
ら
両
会
議
あ

わ
せ
て
48
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
、
翌
9
月
5
日
に
同
会

場
で
、
各
県
畜
産
会
組
織
の
30
代
か
ら
40

代
の
職
員
を
対
象
と
し
た
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
勉

強
会
も
開
催
し
28
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会
で
は
、
将
来
の
各

県
畜
産
会
組
織
を
担
う
皆
さ
ん
が
、「
畜
産

会
組
織
の
発
展
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
」

を
共
通
テ
ー
マ
に
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
討
議
し
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
討
議
結

果
の
発
表
に
対
し
て
、（
公
社
）
中
央
畜
産

会
経
営
支
援
部
（
支
援
・
調
査
）
の
武
田
部

長
と
本
会
の
倉
迫
常
務
理
事
、
橋
本
家
畜

衛
生
部
長
が
各
々
の
経
験
談
を
交
え
な
が
ら

レ
ス
ポ
ン
ス
す
る
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
生
産
者
の
ニ
ー
ズ
を
如
何

に
把
握
し
対
応
し
て
い
く
か
や
、
生
産
者
と

の
関
係
を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
2
日
間
に
わ
た
り
、
各
県
畜
産
会
組
織

の
役
員
・
事
務
局
長
、
中
堅
職
員
、
若
手

職
員
が
議
論
し
、
世

代
を
超
え
て
情
報
交

換
し
、
大
変
実
り
あ

る
会
議
と
な
り
ま
し

た
。

　
各
県
の
畜
産
会
組

織
は
本
会
も
含
め
、

決
し
て
大
き
な
所
帯

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
う
し
た
機
会
を
通

じ
て
各
県
畜
産
会
職

員
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
て
お
り
、
本

会
は
今
後
も
こ
う
し

た
横
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
各
種
事
業

活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。�

�

（
畜
産
会
　
髙
尾
）

　
中
央
畜
産
会
創
立
70
周
年
記
念
功
績
者

表
彰
式
・
祝
賀
会
が
9
月
18
日
に
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

式
典
は
、
令
和
7
年
12
月
1
日
に
創
立
70

周
年
を
迎
え
る
中
央
畜
産
会
の
記
念
行
事

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
功
績
者

表
彰
式
で
は
、
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
、
農

林
水
産
省
畜
産
局
長
感
謝
状
、
中
央
畜
産

会
会
長
感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
、
本
会
の

倉
迫
豊
常
務
理
事
兼
経
営
指
導
部
長
が
農

林
水
産
省
畜
産
局
長
感
謝
状
表
彰
の
栄
誉

に
浴
し
ま
し
た
。

�

（
畜
産
会
総
務
部
）

関東ブロック畜産会組織職員の勉強会
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省
畜
産
局
長
感
謝
状
表
彰

　
9
月
4
日
、（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産
会

と
（
公
社
）
山
梨
県
畜
産
協
会
が
連
携
し
、

日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
研
修
施
設
で
令

和
7
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
常
勤
役
員
・
事
務

局
長
会
議
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
家
畜
衛
生
担
当

者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
毎
年
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の

各
県
畜
産
会
組
織
が
持
ち
回
り
で
開
催
す

る
会
議
で
、
本
県
で
は
平
成
27
年
度
以
来
、

10
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
、
関
東
各
県
の
畜

産
会
組
織
と
中
央
畜
産
会
か
ら
両
会
議
あ

わ
せ
て
48
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
、
翌
9
月
5
日
に
同
会

場
で
、
各
県
畜
産
会
組
織
の
30
代
か
ら
40

代
の
職
員
を
対
象
と
し
た
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
勉

強
会
も
開
催
し
28
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会
で
は
、
将
来
の
各

県
畜
産
会
組
織
を
担
う
皆
さ
ん
が
、「
畜
産

会
組
織
の
発
展
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
」

を
共
通
テ
ー
マ
に
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
討
議
し
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
討
議
結

果
の
発
表
に
対
し
て
、（
公
社
）
中
央
畜
産

会
経
営
支
援
部
（
支
援
・
調
査
）
の
武
田
部

長
と
本
会
の
倉
迫
常
務
理
事
、
橋
本
家
畜

衛
生
部
長
が
各
々
の
経
験
談
を
交
え
な
が
ら

レ
ス
ポ
ン
ス
す
る
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
生
産
者
の
ニ
ー
ズ
を
如
何

に
把
握
し
対
応
し
て
い
く
か
や
、
生
産
者
と

の
関
係
を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
2
日
間
に
わ
た
り
、
各
県
畜
産
会
組
織

の
役
員
・
事
務
局
長
、
中
堅
職
員
、
若
手

職
員
が
議
論
し
、
世

代
を
超
え
て
情
報
交

換
し
、
大
変
実
り
あ

る
会
議
と
な
り
ま
し

た
。

　
各
県
の
畜
産
会
組

織
は
本
会
も
含
め
、

決
し
て
大
き
な
所
帯

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
う
し
た
機
会
を
通

じ
て
各
県
畜
産
会
職

員
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
て
お
り
、
本

会
は
今
後
も
こ
う
し

た
横
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
各
種
事
業

活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。�

�

（
畜
産
会
　
髙
尾
）

　
中
央
畜
産
会
創
立
70
周
年
記
念
功
績
者

表
彰
式
・
祝
賀
会
が
9
月
18
日
に
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

式
典
は
、
令
和
7
年
12
月
1
日
に
創
立
70

周
年
を
迎
え
る
中
央
畜
産
会
の
記
念
行
事

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
功
績
者

表
彰
式
で
は
、
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
、
農

林
水
産
省
畜
産
局
長
感
謝
状
、
中
央
畜
産

会
会
長
感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
、
本
会
の

倉
迫
豊
常
務
理
事
兼
経
営
指
導
部
長
が
農

林
水
産
省
畜
産
局
長
感
謝
状
表
彰
の
栄
誉

に
浴
し
ま
し
た
。

�

（
畜
産
会
総
務
部
）

関東ブロック畜産会組織職員の勉強会
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犬
　
近
親
乱
交
配
で
血
統
不
明

ヒ
ト
　
近
親
性
交
の
戸
籍
は
？

近
所
の
誰
が
飼
っ
て
い
た
の
か
三
毛
猫

が
仔
猫
を
連
れ
て
庭
先
を
通
る
よ
う
に
な

り
、
仔
猫
の
一
匹
が
雨
を
避
け
て
縁
先
に

泊
ま
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
誰
が
通
報

し
た
の
か
、
N
P
O
動
物
愛
護
推
進
員
の

名
刺
を
持
っ
た
人
が
猫
の
通
り
道
に
罠わ

な

を

仕
掛
け
ま
し
た
。
繁
殖
し
な
い
よ
う
に
卵

巣
、
精
巣
の
摘
出
手
術
を
す
る
た
め
で
す
。

「
可
愛
そ
う
な
猫
を
増

や
さ
な
い
よ
う
に
、
餌

を
与
え
な
い
で
」
と
名

刺
に
記
し
て
。

子
供
た
ち
が
巣
立
っ
て
寂
し
く
な
っ
た

ご
近
所
の
家
か
ら
仔
犬
の
鳴
き
声
が
聞
こ

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
犬
の
姿
は
日

本
犬
に
長
い
脚
を
付
け
た
よ
う
な
、
片

耳
は
立
ち
、
も
う
片
方
は
寝
て
い
ま
す
。

小
さ
い
時
に
人
と
触
れ
合
う
機
会
が
少

な
か
っ
た
の
か
、
オ
ド
オ
ド
す
る
様
子
が

気
に
な
り
ま
す
が
と
て
も
可
愛
い
で
す
。

不
要
と
さ
れ
た
子
犬
を
引
き
取
っ
た
そ
う

で
す
。
ど
ん
な
犬
種
の
交
配
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
？

牧
羊
犬
を
飼
っ
て
い
た
時
、
親
子
の
雌

犬
が
発
情
し
て
い
る
の
を
忘
れ
て
全
頭
を

同
時
に
犬
舎
か
ら
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
あ
大
変
！
老
雌
も
若
雌
も
ど
れ
が
ど

れ
だ
か
わ
か
ら
な
い
雄
と
交
配
し
受
胎
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
ヶ
月
ほ
ど
過
ぎ
た

頃
、
若
雌
は
丈
夫
な
子
を
産
み
、
老
雌

は
死
産
で
し
た
。
雌
同
士
を
同
じ
犬
舎

に
入
れ
て
お
い
た
の
で
ま
た
大
変
。
老
雌

は
若
雌
の
仔
犬
に
授
乳
し
て
若
雌
を
威

嚇
し
て
寄
せ
付
け
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
た
仔

犬
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

育
て
ら
れ
た
次
第
。
仔

犬
の
お
父
さ
ん
は
老
雌

犬
の
子
供
だ
っ
た
し
、

仔
を
産
ん
だ
若
雌
と
交
配
し
た
雄
犬
達

は
兄
弟
姉
妹
関
係
か
？
い
や
老
雄
犬
も
い

た
か
ら
お
父
さ
ん
だ
っ
た
か
も
？
？
？

犯
罪
加
害
者
家
族
に
長
年
関
わ
っ
て

き
た
人
の
著
書
「
近
親
性
交
」
に
は

「
母
が
出
産
し
ま
し
た
。
僕
の
子
供
で

す
」
と
。
あ
の
牧
羊
犬
た
ち
も
話
が
で

き
た
ら
「
僕
が
お
父
さ
ん
だ
、」「
い
や
、

オ
レ
だ
よ
！
」「
お
前
じ
ゃ
ね
ェ
」
な
ん

て
言
っ
た
か
も
ね
？
？
？

�

（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め

身
近
に
い
る
野
生
イ
ノ
シ
シ
と

豚
熱
検
査

今
回
は
県
央
家
保
東
部
出
張
所
か
ら

の
お
便
り
で
す
。

東
部
出
張
所
は
管
内
で
あ
る
横
浜
・

川
崎
市
内
の
動
物
病
院
の
届
出
事
務
が

主
な
業
務
で
す
が
、
そ
の
他
に
県
内
で
捕

獲
・
死
亡
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
豚
熱
の

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
野
生
イ
ノ
シ

シ
と
家
畜
で
あ
る
豚
と
の
交
差
汚
染
の
リ

ス
ク
を
排
除
す
る
た
め
、
農
場
を
訪
問

す
る
こ
と
の
な
い
専
任

の
職
員
が
実
施
し
て
い

ま
す
。

東
部
出
張
所
に
は
連

日
県
内
の
猟
友
会
等
が

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
の
検
体
が
冷
蔵
便
で

届
き
ま
す
。
受
付
を
し
て
い
て
気
づ
い
た

こ
と
は
、
神
奈
川
に
は
広
大
な
丹
沢
山

地
が
あ
り
、
こ
の
地
域
で
捕
獲
し
た
イ
ノ

シ
シ
検
体
が
大
半
だ
ろ
う
と
い
う
先
入

観
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
井
町
、
大

磯
町
、
二
宮
町
と
い
っ
た
地
域
が
多
い
こ

と
で
す
。
大
磯
・
二
宮
と
言
う
と
湘
南

海
岸
が
広
が
る
海
辺
の
町
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
す
が
、
改
め
て
神
奈
川
県
地
図
を

見
る
と
、
平
塚
市
か
ら
大
井
町
ま
で
、

低
山
帯
が
続
い
て
お
り
、
イ
ノ
シ
シ
が
多

く
生
息
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
捕
獲
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
目
的

と
し
た
わ
な
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

急
峻
な
地
形
よ
り
緩
や
か
な
丘
陵
地
の

方
が
農
業
は
盛
ん
な
た
め
、
わ
な
の
設
置

数
が
多
い
こ
と
も
検
体
数
に
影
響
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
野
生
イ
ノ

シ
シ
の
豚
熱
の
検
査
概
要
を
掲
載
し
た

ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
市
町
村
別
検
査
頭
数

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
述
の
と
お

り
こ
の
数
字
は
捕
獲
わ
な
の
設
置
数
に
よ

る
違
い
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
野
生
イ

ノ
シ
シ
の
検
査
数
か
ら

見
え
る
の
は
、
相
模
川

以
西
で
は
ど
の
市
町
村

で
も
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
地
域
に
定
着
し
た
身
近
な
動
物
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
県
内
の
野
生
イ
ノ
シ

シ
陽
性
数
は
1
2
2
頭
（
平
成
三
十
年
か

ら
の
累
計
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

野
生
イ
ノ
シ
シ
か
ら
の
豚
熱
感
染
の
危
険

性
は
高
く
、
改
め
て
イ
ノ
シ
シ
検
査
に
よ

る
野
外
の
豚
熱
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
確
認
と

各
農
場
で
の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
防
止
対
策
の

重
要
性
を
認
識
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

� （
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
　
東
部
出
張
所

�

川
端
　
光
宏
）

家
保
だ
よ
り


